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柄
な
の
か
再
認
識

し
ま
し
た
。

　
平
安
時
代
に
な

る
と
、
表
紙
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
馬
込
遺
跡
か
ら
、
二
つ
の

七
重
の
塔
を
模
し
た
 瓦
塔
 （
仏

が
と
う

教
施
設
の
中
に
納
め
ら
れ
た
素

焼
き
の
仏
塔
）
が
出
土
し
た
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　「
中
世
・
近
世
編
」
で
は
、

結
縁
寺
蔵
の
重
要
文
化
財
「
銅

造
不
動
明
王
立
像
」
を
見
て
、

昨
年
の
御
開
帳
の
時
、
参
道
の

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
を
見
な
が
ら
参
拝

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

に
本
埜
村
・
印
旛
村
と
合

併
し
、
新
「
印
西
市
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
合
併
前
の
平
成
　
年
か

19

ら
4
年
計
画
で
、
市
（
旧

印
西
市
）
の
歴
史
を
分
か
り
や
す

く
記
述
し
た
歴
史
読
本
刊
行
に
着

手
。
印
西
地
区
の
歴
史
を
叙
述
し

た
刊
行
物
を
編
さ
ん
す
る
た
め
、

執
筆
者
・
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、

歴
史
読
本
編
さ
ん
専
門
部
会
の
み

な
さ
ん
で
討
議
し
、

①
市
民
の
生
涯
学
習
や
学
校
教
育

の
資
料
と
し
て
利
用
で
き
る
も
の

②
写
真
・
図
表
な
ど
を
活
用
し
、

見
や
す
く
分
か
り
や
す
い

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
発
刊
に
至
っ
た

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
わ
た
し
も
全
3
巻
を
読
み
ま
し

た
が
「
原
始
・
古
代
編
」
で
は
遺

跡
・
古
墳
の
多
さ
に
驚
き
、
地
名

の
由
来
が
い
か
に
歴
史
あ
る
土
地

 市
史
発
刊
に
こ
こ
ろ
を
よ
せ
て

　「
印
西
市
歴
史
読
本
」に
お
も
う

広報レポーター： 瀧田   昭 造  （滝野）
たきた しょうぞう

滑
三
冊
セ
ッ
ト
の
「
印
西
市
歴
史
読
本
」

（
各
巻
1
街
3
0
0
円
）。
A
4
サ
イ
ズ
で

写
真
な
ど
使
っ
た
見
や
す
い
構
成
に
な
っ

て
い
ま
す

手
賀
川
を
舟
に
て
ゆ
け
ば
西
岸
近
く
茂
る
真
菰
の
水
 隠
 り
深
し

か
く
れ

木
　
刈
　
　
　
山
本
　
清
子

秋
の
日
に
色
鮮
や
か
に
咲
く
薔
薇
を
ゆ
ら
し
て
過
ぐ
る
風
や
は
ら
か
し

木
　
下
　
　
　
服
部
　
富
枝

朝
靄
の
中
を
歩
め
ば
聞
え
来
る
若
き
ら
交
は
す
朝
練
の
声

木
　
刈
　
　
　
道
見
　
優
子

わ
が
来
る
風
土
記
の
丘
の
古
墳
群
守
る
が
如
く
赤
松
高
し

滝
　
野
　
　
　
川
辺
　
祐
子

虐
待
に
死
し
た
る
 男
児
 つ
ら
か
り
し
日
々
を
思
ひ
て
記
事
に
見
入
り
つ

を
の
こ

　
原
　
　
　
　
野
村
　
と
く

西
空
に
残
月
淡
し
今
朝
の
霜

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

入
れ
替
わ
り
山
茶
花
散
ら
し
発
つ
雀

木
　
刈
　
　
　
宮
下
　
諄
子

熱
気
球
上
げ
る
筑
波
や
蒲
団
干
す

小
林
浅
間
　
　
樫
本
聖
游
子

土
堤
を
行
く
吾
が
影
伸
び
て
芒
原

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

葉
鶏
頭
や
身
丈
丁
度
の
幸
あ
れ
ば

大
　
森
　
　
　
小
林
　
八
重

　
今
年
の
『
広
報
い
ん
ざ
い
』
7

月
　
日
号
で
「
印
西
市
歴
史
読

15
本
」
発
刊
の
記
事
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
す
で
に
購
入
さ
れ
、
お
読

み
に
な
っ
た
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
本
を
発
刊
す
る
に
あ
た
り
、

執
筆
・
編
さ
ん
に
携
わ
っ
た
小
池

康
久
さ
ん
（
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
主
査
）
に
取
材
を
し
、
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
市（
当
時
は
印
西
町
）で
は
、
昭

和
　
年
に
印
西
町
史
編
さ
ん
事
業

59
の
取
り
組
み
を
開
始
。
そ
の
間
、

平
成
8
年
に
町
か
ら
市
（
旧
印
西

市
）
に
、
そ
し
て
平
成
　
年
3
月

22

掲載情報は11月29日現在
架クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　「
こ
ん
に
ち
は
！
」と
い
う
元
気

な
声
が
、
す
れ
違
う
生
徒
た
ち
か

ら
掛
か
っ
て
き
ま
す
。

　
秋
晴
れ
の
　
月
　
日
、
印
旛
明

10

21

誠
高
校
（
草
深
1
4
2
0
―
9
）

を
訪
問
し
ま
し
た
。
北
総
線
印

西
牧
の
原
駅
か
ら
、
徒
歩
約
　20

分
、
国
道
4
6
4
号
に
面
し
た

当
校
は
、
新
校
舎
完
成
を
機
に
、

今
ま
で
木
下
地
区
に
あ
っ
た
旧

印
旛
高
等
学
校
が
改
称
、
平
成

　
年
4
月
に
開
校
し
ま
し
た
。

22　
現
在
、
教
職
員
は
非
常
勤
講

師
を
含
め
　
人
。
生
徒
数
は
3

53

8
1
人
で
す
。
校
章
は
市
の
花

コ
ス
モ
ス
と
知
性
の
象
徴
で
あ

る
ペ
ン
を
あ
し
ら
い
、
地
域
と

共
に
発
展
す
る
文
武
両
道
の
進

学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
4
階
建
て
校
舎
で
、
広
々
と

し
た
教
室
・
体
育
館
を
見
学
後
、

三
木
教
頭
先
生
か
ら
学
校
の
校

風
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
先
生
に
よ
る
と
「
当
校
は
地

域
に
信
頼
さ
れ
、
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
に
努
め
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
生
徒
の

学
力
向
上
・
進
路
指
導
の
充
実
、

そ
し
て
生
徒
の
自
主
性
・
個
性

の
伸
長
に
学
校
一
丸
で
努
力
し

て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
世
界
に
通
用
す
る
人
材

育
成
の
た
め
、
国
際
交
流
も
熱

心
な
よ
う
で
、
当
校
初
め
て
の

修
学
旅
行
は
韓
国
で
行
わ
れ
た

そ
う
で
す
。

　
併
せ
て
、
文
化
系
・
運
動
系

の
部
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　
3
年
生
の
女
生
徒
か
ら
、
当

校
に
つ
い
て
聞
く
と
「
印
旛
高

時
代
に
輪
を
か
け
て
充
実
し
た

毎
日
で
す
。
楽
し
い
思
い
出
を

作
り
、
来
年
の
大
学
受
験
に
臨

み
た
い
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。
　
ま
た
、
取
材
当
日
は
日
中
交

流
の
た
め
、

男
女
　
人
20

の
中
国
の

高
校
生
が

来
校
。
グ

ル
ー
プ
に

分
か
れ
て

　「
近
代
・
現
代
編
」
で
は
、
大
正

時
代
の
横
綱
・
鳳
谷
五
郎（
本
名
：

滝
田
明
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
と
同
姓
の
横
綱
の
存
在
に

親
近
感
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
歴
史
読
本
」
刊
行
に

ち
な
み
、
来
春
1
月
　
日
臥
に
は
、

28

市
教
育
委
員
会
主
催
の
市
史
講
演

会
が
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん

ば
（
美
瀬
）
で
開
催
さ
れ
る
そ
う

で
す
。

　
印
西
地
域
の
歴
史
に
触
れ
る
に

は
う
っ
て
つ
け
の
講
演
会
だ
と
思

い
ま
す
。
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

■問 
資
料
整
理
作
業
所
（
緯
碓40 
3
5

0
0
）。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
所
日
。

の
食
事
会
、
英
語
・
数
学
・
芸
術

の
交
流
授
業
も
開
か
れ
、
生
徒
た

ち
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
授
業
後
、
体
育
館
で
交
流
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
ま
ず
最
初
に
、

印
旛
明
誠
高
校
の
生
徒
た
ち
が
剣

道
や
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。

　
返
礼
に
中
国
学
生
は
、
男
女
混

声
の
合
唱
で
応
え
、
最
後
に
両
校

の
生
徒
が
見
守
る
中
、
中
国
の
女

生
徒
が
「
上
善
若
水
」（
じ
ょ
う
ぜ

ん
は
み
ず
の
ご
と
し
）
と
い
う
見

事
な
書
を
書
き
上
げ
、
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
訪
れ
て
分
か
り
ま
し
た
が
、
印

旛
明
誠
高
校
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
魅

力
あ
る
高
校
で
す
。
今
後
も
生
徒

や
先
生
の
活
躍
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

■問 
千
葉
県
立
印
旛
明
誠
高
等
学
校

（
緯
碓47 
7
0
0
1
）。

▲冷凍冷蔵庫（要相談）▲額（油絵用）▲小林中学校女子制服（夏・冬）▲炊飯器
（１千５百円）▲電子レンジ（３千円）▲鎌ヶ谷高校女子制服（要相談）▲スライ
ングラック▲オートマティックゲート▲ニンナニンナ▲液晶テレビの台▲ホッ
トカーペット▲ガスストーブ▲水盤▲せいろ。

▲印西中学校男子制服（夏・冬）体操服など▲天神幼稚園女子制服・体操服・かばん・
帽子▲秀明八千代高校男子制服・体育用品など▲印西中女子制服・セーター・ベスト
▲印旛中制服・体操服（男子・女子）▲しおん幼稚園制服・ジャージ（男・要相談）▲電
子ピアノ▲木刈中女子制服（夏冬上下）▲補聴器▲リカちゃん人形▲ベッド。

▲中国の高校生も一緒に受けた書道
の交流授業

▲葛両校の生徒がお
互いの文化を披露し、
交流を深めました

葛結縁寺（上）と「銅造
不動明王立像」（下）も
「歴史読本」の中で触れ
ています

広報レポーター：
 村形 　
むらかた

 彰治 （小林北）
しょうじ 千葉県千葉県立立

印旛明誠高等学印旛明誠高等学校校


